
～ 現在 氏名 尾上　正人

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】　（主要なもの）

　【学内活動】（学内職歴を含む・主要なもの）

第３回日本社会学会奨励賞[論文の部]（平成16年11月受賞、「解釈自由と新結合――『ミドル・
クラス』の語り口」に対して）

　２年次生の応用実習向けに、現代社会学の最先端の理論や調査結果をリーディングスとしてま
とめた800頁に及ぶテキストを作成した。

特にありません。

最終学歴

専門分野

所属学会

研究課題

         平成14～16年度　　教 育 研 究 業 績 書

取得学位

2000年奈良大学在職期間

日本社会学会、経済社会学会、「宗教と社会」学会

ミドル・クラスの概念史研究、英国社会主義とキリスト教非国教派の関係について
の研究

東京大学大学院人文社会系研究科第一種博士課程修了

博士（社会学）

産業社会学、理論社会学、宗教社会学



①

②

③

④

⑤

① 「社会主義の世俗
化と第一次世界大
戦――『クローズ
Ⅳ社会主義』前
史」

単著

② 「解釈自由と新結
合――『ミドル・
クラス』の語り
口」

単著

③

④

⑤

① 『ものづくり人材
育成調査研究事業
報告書』

共著

②

③

④

『大原社会問題研究所雑
誌』No.526-7，56-76頁，
法政大学大原社会問題研究
所

『社会学評論』215号，
265-279頁，日本社会学会

平成14年12月 三菱総合研究所

平成14年10月

平成15年12月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（その他）

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

1918年の「クローズⅣ社会
主義」成立以前の、広く社
会改革運動において非国教
派キリスト教が持った影響
力を回顧した論文である。

ミドル・クラスの概念史を
追いながら、その認識成立
とシュムペーターの「新結
合」との関係を考察した論
文である。

厚生労働省と三菱総合研究
所を母体として行なわれ
た、全国規模の中小企業集
積調査の結果をまとめたも
のである。


